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　第３1回「埼玉の自然」フォトコンテストにご応募を！ 　　締切り　１１月１５日（火）　　

展覧会　2017年2月15日～22日　さいたまプラザノース

作　品　A4または四つ切、カラー、モノクロの単写真

　　　2年以内に撮影した未発表作品 合成加工不可

撮影場所　埼玉県全域が対象

賞　　　最優秀賞(エプソン大賞）、優秀賞、特選、　

　　　　準特選、奨励賞、入選

応募締切り　2016年11月15日(火）消印有効
送り先　　　〒330-8557　さいたま市浦和区常盤
   4-12-13朝日新聞さいたま総局「埼玉の自然」係  
応募票　　 県本部ホームページからコピー可

あなたの目と感性で写し撮った、四季の美しい
風景、動植物や人と自然のふれあいなど愛す
る郷土「埼玉の自然」をご応募してください。

　第9回「全日本まつりフォトコンテスト」にご応募を！

      
展覧会　2017年3月　ポートレートギャラリー(東京四谷）

作　品　A4または四つ切､カラー､モノクロの単写真
　　　　合成加工不可　一人１０点まで　　2013年
　　　　1月以降撮影した未発表作品
撮影場所　日本のまつり
賞　　　最優秀賞(賞金５万円副賞）優秀賞、朝日　
　　　新聞社賞、全日写連賞、関東本部長賞、審　
　　　査員特別賞、特選、準特選、入選
審　査　齊藤康一さん(写真家）

締切り　１２月１５日(木)

応募締切り　2016年12月15日(木)必着
送り先　　〒104-8011東京都中央区築地5-3-2
　　　　　朝日新聞東京本社　全日本写真連盟
　　　　第９回全日本まつりフォトコンテスト」係
　　　　　応募料　　　２０００円(会員）　　　

全国的に有名な大きな祭から、地元の人たちだ
けで伝えられているちいさな祭礼まで、どんなま
つりでも撮影した作品をふるってご応募してく
ださい。

第33回埼玉県写真サロン

　第33回埼玉県写真サロンは皆様のご協力によ

り盛大に開催されました。今年の応募は533点と
過去最高の前年（563点）なみとなりました。ご協
力ありがとうございました。また会員外の応募は
１１9点とこちらは過去最高でした。
　９月１１日(日）に表彰式が行われ、総本部理事の
林喜一さん、事務局次長の鈴木好之さんが来賓
として出席されました。　

　さいたま総局長で県本部長の各務滋さんから
写真作品は文章で語る以上に現場を伝える強い
力を持っている、膨大な時間の中から一瞬を切り
とって提示する写真は、歴史の記録よりもよほど
正確に記憶に残るのではないか、というご挨拶が
ありました。
　審査を担当された写真家の齊藤康一さん、神奈
川県本部の宮崎文雄さん、ニコンイメージングの
小泉洋一さんから上位入賞作品の講評、県本部顧
問の各先生から、すべての入賞作品についての
講評があり、さらに上位を目指すワンポイントアド
バイスもあり、表彰式終了後の懇親会まで、写真
作品をめぐる熱い議論がかわされる場面も見ら
れ、熱気に包まれたフィナーレとなりました。

特選　「埼玉県知事賞」（ニコン賞）　若井　良広　　
　「全日写連関東本部長賞」　　 　森口　菊枝　　
　「朝日新聞さいたま総局長賞　　 小澤久美子　　
　「全日写連埼玉県本部長賞」　　 小田　浩靖　　
　「全日写連埼玉県本部委員長賞」 百村　秀男　　
　「さいたま市長賞」　　　　　 　 杉本　純子　

「埼玉県議会議長賞」　　　　　 黒澤みとし

　「埼玉県教育長賞」　　　　 　　矢部　豊　
　「さいたま市議会議長賞」　　　 内山　妙子
　「さいたま市教育長賞」　　　　 越阪部寿子  

準特選　箕田　俊子　佐藤　文男 吉田千恵子
小島　文夫 前田　暉史  大坪　弘人
小山　昇   神立　雅春  齊藤　昭雄
鈴木　秀吉 小山　憲一  田村真由美
桜井百合子　 大石　茂　　 吉村　洋
山下　智子  多胡　義友  中山　幸也

　　　　益田　穰二 野島　隆雄　
奨励賞　平田佐和子　丹生　義一　髙田　君子
　　　　内山　和也　岡部　蝶子　菊池ハツエ　
　　　　江口　節子　北原　信夫　森下　裕
　　　　塩田　光子　白鳥　正之　弓田　吉男
　　　　大野　健一　田島　賢一　龍澤　豊文
　　　　竹下　進　　栗島　進　　小谷　和己
　　　　松澤江津子　池田　一郎

　　　　　　　　  　埼 玉 県 本 部 撮 影 会 ・ 埼 玉 の 自 然 フ ォ ト コ ン テ ス ト 協 賛 　　　

　　　　　　　　　　エプソン販売（株）h  ttp  ://www. i  - l  ove-ep  son .co . jp



埼 玉 県 写 真 サ ロ ン ・ 埼 玉 の 自 然 フ ォ ト コ ン テ ス ト 　協賛

（株） ニ コ ン イ メ ー ジ ン グ ジ ャ パ ン　http://www.nikon-image.com/jpn/

第8回人間大好き！フォトコンテスト(入賞者）

最優秀賞　田村真由美　朝日新聞社賞　小宮実千穂

準特選　　森口　菊枝
入　選  　 池田　靖子　浦　弘三　　遠藤　国雄
　　　　　岡部　蝶子　小川　護　　小川美恵子
　　　　　小川　邦子　小澤久美子　粕谷しづ江
　　　　　木村　英二　熊田　繁夫　小林　進　
　　　　　古峰　昌子　齊藤　憲子　重原　正紀
　　　　　清水　満　　白鳥　正之　鈴木　博子
　　　　　田沼　清昭　堀之内　稔　三上　明美
　　　　　渡辺　俊夫　日高　猛

第１5回全日本モノクロ写真展(入賞者）

全日本写真展2016
　入選　大野　登　古怒田　潔　山崎　春次

　都道府県優秀賞　鈴木　博子

第２4回　熊谷支部写真展
　会期；　１０月１３日（水）～１８日（日）１０時～１8時　
　会場；　熊谷市八木橋デパート　オープンギャラリ ―
　　

第1回フォトフレンズ写真展　

　会期；　10月5日(水)～8日(土）10時～17時30分
　会場；　埼玉市民活動サポートセンター　コムナーレ

第2回　フォトセントラル支部展

　会期；　12月１日（木）～6日（火）　１０時～１８時　 

　会場；　熊谷市八木橋デパート　オープンギャラリー

県本部夏の例会 　(７月１６日　出席者９５名　同日開催；ソニー社デジタルカメラのセミナー）

　単写真の部

支部写真展のお知らせ

入　選

(上位入賞者） 組写真の部 (上位入賞者）

全日写連９０周年 
記念支部対抗戦

総本部理事 
林 　喜一

すでにご存知のように、90周年記念支部対抗戦に於い

て、埼玉県本部から川口支部、彩北支部、浦和支部がベス

ト１０内の入賞に輝きました。おめでとうございます。次点

となった彩西支部も見事な成績でした。　

　ここ １０年来、埼玉県から中央展（国際写真サロン、全日
本写真展、日本の自然コンテスト、全日写連フェアのモノ
クロ展、人間大好きフォトコンテスト、東京カラーフェア、そ
の他）に於いて沢山の会員が入賞入選されています。私
の行く先々からも埼玉県本部は飛ぶ鳥を落とすような
力を持っていますね！とよく言われて多少甘美な味わ
いを頂きました。　
　その陰なる力は、伝統的に今も続いている県例会と各
支部例会の勉強スタイルにあります。熱心な指導者陣の
力の積み重ねが、埼玉県本部の底力になっているようで
す。
　９０周年を機に会員一同良い面をどんどん吸収して、こ
れからも埼玉県内のコンテストはもとより、中央展に於い
ても更に羽ばたいて下さり、一人でも多くの仲間を増や
して頂くように願っています。写真は健康あって成り立つ
ものですから、支えあい競い合って次なる100周年記念
に結び付けましょう。 

特別寄稿

金子敏子 フォトいるまの
高田君子  彩  北
竹川義之  川  越
小澤秀敏  彩  北
小林千津子 川 口
岡部蝶子  女  性
狩野正春  個  人
小林　進　川　口
小野昭一  デジスクール

一瀬富左男  デジスク
堀之内稔   越  谷
佐々木文世　 川 越
山下智子   川  口
服部清次　　川　越
田沼清昭   すいよう
小川邦江   彩  北

坂巻時子    越 谷 
小林千津子  川 口 
竹川義之    川 越
山下智子   川 口  

小林　進   川 口 

田村真由美  女 性 
斎藤昇一    越 谷 

越 谷黒川律子   
宮川綾子    川 口

特   選　箕田　勇　豊田　美徳
準特選　新井　傳　豊田　和代

菊地　博子　小林千津子　石橋　哲子
高橋　照治　須田　一雄　栗島　進
大澤　秋良　佐藤　親正　船生　利雄
関口　浩史　保科　幸祐　小澤久美子

荻野　豊　

(詳細は県本部ホーム
ページを参照ください）

第33回日本の自然（入賞者）
米美知子賞　笠原　明　　

入選　原澤　宏　山田　道也　

全日写連90周年記念支部対抗フォトコンテスト
優秀支部賞　川口支部
　　　　　　　伊藤　春子　小林千津子　宮川　綾子
　　　　　　　小林　進　　渡邊　英夫
３  位　　　彩北支部
　　　　　　　果　　音　　桜井　恒夫　古峰　昌子
　　　　　　　中山　幸也　藤平　勝義
６  位　　　浦和支部
　　　　　　　野澤　正樹　飯村　康治　山谷　吉孝
　　　　　　　松本　正　　鈴木　賢

★ASRは回を重ねてめでたく50号となりました。今号は林先生
の寄稿をいただきました。　これからもよろしくお願いします。
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